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研究成果の概要（和文）：当初計画していた(1)曼荼羅と密教美術の現地調査に関しては、2015年に中国青海省
ラジャ寺、2017年に同省シャキュン寺の調査を行い、新たな知見を得た。この他、インド・ネパールでも調査と
写真撮影を行った。(2)チベット・ネパール仏教美術の研究では、成都市のテンパタルギェー氏のコレクション
からミトラ百種曼荼羅集の断片を発見、2017年2月からは東京国立博物館の客員研究員を委嘱され、館蔵品の整
理を行ったが、その過程で重要な発見があった。(3)研究成果の公開と海外に向けた発信では、『安立次第論』
と『梵文普賢成就法註』の日英二カ国語の研究書を刊行し、藤田アーカイブスも、ほぼ全写真の整理を完了し
た。

研究成果の概要（英文）：Regarding the mandala and esoteric Buddhist art, I visited Raja monastery 
and Bya khyung monastery in 2015 and 2017 and examined the sand-mandala creation.
Concerning Tibetan Buddhist iconography, I identified fragment of Mitrayogin's 108 mandalas from the
 collection of Dargye Himalayan Museum in Chengdu. Moreover, from the Tokyo National Museum, where I
 am working as a visiting research fellow, I made several discoveries. I published Japanese-English 
biligual monograph on Sanskrit manuscript of the Samajasadhanavyavastholi and the Samantabhadra nama
 sadhana-tika. I also completed the imade database of Buddhist art photographed by the late Fujita 
Hiroki in India, Pakistan, Nepal and Tibet.  

研究分野： インド学・仏教学
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１．研究開始当初の背景 
日本における密教図像の研究は、平安時代初
頭の両界曼荼羅の伝来より、すでに 1200 年
の歴史を有している。とくに平安中期から鎌
倉初期にかけては、事相・図像の研究が高揚
し、密教図像について多数の文献が撰述され
た。明治維新以後、西洋の科学的研究方法を
取り入れて批判的な仏教研究が始まったが、
秘密裏に伝えられていた密教図像の研究は、
なかなか近代化しなかった。しかし 1960 年
代から 70 年代にかけて優れた密教図像の研
究が陸続として発表され、わが国に伝来した
図像の研究については、大きな峠を越えたと
いってよい。これに対して欧米では 1959 年
のチベット動乱以後、海外に逃れたチベット
仏教指導者による布教活動により、チベット
仏教が社会において一定の地歩を確立しは
じめた。それにともない 8～9 世紀以後のイ
ンド密教に由来するチベット密教の研究が
ブームを迎え、欧米では現在でも、チベット
に関する大学講座や研究機関の新設があい
ついでいる。ところがわが国では、近年の若
年人口の減少にともない、いままで仏教研究
を担ってきた仏教系大学や国立大学で、仏教
学の講座の縮小廃止が頻発している。仏教美
術研究のもう一方の担い手であった美術史
学でも、国立博物館・文化財研究所等の独立
行政法人化により、かつてのように学芸員・
研究員が基礎研究に専念することが困難に
なっている。 
 前述のように、日本の仏教図像研究は世界
の最高水準にあるが、残念ながらほとんどの
著作・論文が日本語で出版されているため、
中国・韓国など漢字文化圏の研究者に、その
水準が評価されることはあっても、欧米にそ
の成果が知られる機会がきわめて少なかっ
た。とくにチベット・ネパール仏教に関して
は、わが国には河口慧海・多田等観以来の伝
統があるにもかかわらず、近年の仏教学講座
削減の直撃により、大学・研究機関から常勤
のポストが完全消滅するおそれさえある。そ
のため海外の研究者の間では、当該分野にお
ける日本の研究成果を過小評価あるいは無
視する傾向があり、それを改めさせるために
は、国内の研究成果を、文法的にも正確な英
語の著書あるいは論文として海外に発信し
ていく必要がある。 
 
２．研究の目的 
曼荼羅をはじめとする密教図像の研究に

は、文献と作例の比較による図像学(アイコ
ノグラフィー)、各部分の数学的比率を考察
する聖像度量法(アイコノメトリー)、そして
作品の様式的変遷から制作年代や地域を割
り出す美術史的なアプローチがある。このう
ちチベット・ネパール系曼荼羅の図像は、研
究代表者をはじめとする従来の研究により、
かなりの点が解明されている。これに対して
曼荼羅の度量法には、森雅秀氏の『ヴァジュ
ラーヴァリー』(11 世紀)に基づく研究、研究

代表者の『二十儀軌』(8世紀後半～9世紀初
頭)による研究があるが、日本密教の源流と
なった７世紀から８世紀の曼荼羅の度量法
については、いくつかの断片的情報しか得ら
れていない。日本ではインド以来の土壇曼荼
羅制作の伝統が失われてしまったからであ
る。これに対してチベット仏教には、現在も
なお砂曼荼羅制作の伝統が存続し、1985 年か
ら清風学園が、インドに亡命中のギューメー
密教学堂の砂曼荼羅の調査を行った。しかし
これらはインドで９世紀以後発展した後期
密教の砂曼荼羅であり、日本密教の源流をな
す金剛界・胎蔵の砂曼荼羅の研究は、手がつ
けられていなかった。これに対して 2014 年
の予備調査によって、青海省の拉加寺では、
金剛界・胎蔵の砂曼荼羅が毎年制作されてい
るだけでなく、胎蔵曼荼羅の制作で参照され
ている度量法のテキスト(チベット語)も入
手することができた。そこでこれらの資料に
基づき、胎蔵曼荼羅の度量法を解明すること
を目的としたい。 
いっぽうインドにおける密教美術の図像

同定は、作品の文献的典拠を知ることで、制
作年代や流派的帰属が明らかになるだけで
なく、逆に作品が基づく文献の成立地域や流
布事情が解明されるという一挙両得の効果
がある。さらに石刻碑文や、チベット所伝の
インド仏教史などの資料を併用することで、
謎に包まれていたインド密教史の再構成が
可能になると期待される。 
曼荼羅に関係するサンスクリット密教文

献としては、複数の学会誌に連載してきたイ
ンド密教写本のローマ字化テキスト整定と
刊行を目標とした。 
いっぽう研究代表者は、チベット関係の豪

華写真集の監修や解説の寄稿を委嘱される
ことも多い。現在は撮影が禁止されている寺
も、文化大革命直後には撮影できたところが
あり、貴重な資料となっている。これらの写
真を整理しデータベース化することを計画
した。 
 

３．研究の方法 
 上記の目的を達成するため、インド・ネパ
ール・東南アジア・チベット各地の調査を行
ったが、チベット自治区に関しては、2008 年
の大暴動発生以来、外国人研究者の調査が制
限されているため、中国内地に編入されてい
る青海省・四川省・雲南省・東北地方(旧満
州)のチベット仏教圏の調査に止まった。 
 
４．研究成果 
 チベットの胎蔵曼荼羅調査の成果は、学会
発表 2.3.田中論文 8.10.11.において詳細に
報告した。サンスクリット語密教文献に関し
ては、日英二カ国語のモノグラフとして、田
中図書 4.と 5.を刊行した。前回の助成(平成
23～25 年度)期間中に着手した田中の博士論
文の英語版は、米国の Wisdom 社から 2018 年
12 月の刊行が決定した。さらに前回の助成期



間中に行ったムスタン調査の成果は、田中論
文 13.にまとめられた。いっぽう写真家の故
藤田弘基氏がインド・パキスタン・ネパー
ル・ブータン・チベットで撮影した仏教美術
の大判スライド写真を図像データベース化
する「藤田アーカイブス」は、研究代表者が
副会長を務める「チベット文化研究会報」に
連載を続けており、2019 年には完成する予定
である。 
なお図書・論文等で、科研費の研究成果の

一部であることを付記したものには●を付
した。 
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ン二階の曼荼羅壁画について」『アジア仏教
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